
ＳＤＧｓ
目標５の
ポイント！

ジェンダー平等を
実現しよう

・男女の違いにある不平
等や差別をなくすこと

・性別の違いに関わらず、
多様な性のあり方を受
け入れて誰もが平等に

能力を発
揮できる
ようにす
ること　

コラム　～育児・介護休業法が改正されました～
　約５割の女性が出産・育児により退職しています。その一方で、
育児休業制度の利用を希望していた男性労働者のうち４割は制度
を利用できていません。
　また、夫の家事・育児時間が長いほど、妻の継続就業割合が高
く、第２子以降の出生割合も高い傾向にあります。
　このような背景のもと、出産・育児等による労働者の離職を防
ぎ、希望に応じて男女ともに仕事と育児等を両立できるようにす
るため、育児・介護休業法が改正されました。

▼改正内容の一部

　
男
女
が
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
自

ら
の
意
思
に
よ
り
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
、

男
女
が
均
等
に
さ
ま
ざ
ま
な
利
益

を
享
受
し
て
、
共
に
責
任
を
担
う

こ
と
が
で
き
る
社
会
が
、
『
男
女

共
同
参
画
社
会
』
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
性
別
に
関
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
し
、
一
人
一
人
が

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　
『
Ｇ
Ｇ
Ｉ
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ

ャ
ッ
プ
指
数
）
』
は
、
ス
イ
ス
の

非
営
利
団
体
『
世
界
経
済
フ
ォ
ー

ラ
ム
』
が
公
表
し
て
い
る
も
の
で
、

『
経
済
』
『
教
育
』
『
健
康
』

『
政
治
』
の
４
つ
の
分
野
で
、
男

性
に
対
す
る
女
性
の
割
合
を
示
し

た
も
の
で
す
。
０
が
完
全
不
平
等
、

１
が
完
全
平
等
を
表
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
の
日
本
の
総
合
ス
コ

ア
は
0
・
650
で
、
146
カ
国
中
116
位
。

『
教
育
』
『
健
康
』
の
分
野
は
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
が
、
『
政

治
』
『
経
済
』
の
分
野
は
特
に
低

く
、
先
進
国
の
中
で
最
低
レ
ベ
ル

の
水
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

　
政
治
分
野
の
課
題
の
一
つ
に
、

女
性
議
員
の
割
合
が
低
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
７
月
の
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
で
は
、
女
性
の
当
選
者

は
35
人
で
、
当
選
者
に
占
め
る
女

性
の
割
合
は
28
㌫
と
な
り
、
い
ず

れ
も
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

近
年
で
は
、
『
政
治
分
野
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す

る
法
律
』
の
改
正
や
国
か
ら
の
働

き
掛
け
に
よ
る
各
政
党
の
積
極
的

な
取
り
組
み
よ
っ
て
女
性
議
員
の

割
合
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
諸
外
国
で
は
、
こ
こ
30

年
間
で
女
性
議
員
の
割
合
が
大
幅

に
上
昇
し
て
い
る
た
め
、
国
際
的

に
見
る
と
日
本
の
水
準
は
い
ま
だ

に
低
く
、
女
性
の
政
治
分
野
へ
の

参
入
の
増
加
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
女
性
の
意
見
を
政
策
決
定
の
場

で
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
と
て
も

重
要
な
こ
と
で
す
。
収
入
が
低
く

て
も
被
選
挙
権
を
行
使
で
き
る
よ

う
供
託
金
を
見
直
す
こ
と
や
性
別

を
基
準
に
両
性
の
比
率
を
割
り
当

て
る
ク
オ
ー
タ
制
の
試
行
な
ど
、

選
挙
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
も

議
論
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
経
済
分
野
で
の
課
題
は
、
男
女

の
賃
金
格
差
や
役
職
登
用
率
の
格

差
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
男

女
の
賃
金
格
差
は
、
男
性
の
賃
金

を
100
と
す
る
と
女
性
の
賃
金
は
77

・
5
と
大
き
く
、
こ
れ
は
、
女
性

に
非
正
規
雇
用
労
働
者
が
多
い
こ

と
や
、
平
均
勤
続
期
間
が
短
い
こ

と
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
・
昇
進

の
難
し
さ
な
ど
が
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
場
合
は
、

配
偶
者
の
い
る
女
性
が
、
税
や
保

険
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に

就
労
調
整
を
行
っ
て
い
る
場
合
が

多
く
、
女
性
の
経
済
的
な
自
立
の

観
点
か
ら
も
制
度
の
見
直
し
が
必

要
で
す
。

　
ま
た
、
勤
続
年
数
の
長
さ
は
賃

金
の
上
昇
、
役
職
へ
の
昇
進
に
も

影
響
す
る
た
め
、
女
性
の
管
理
職

が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
推

進
に
よ
る
正
規
・
非
正
規
雇
用
の

格
差
の
解
消
や
、
結
婚
・
出
産
・

育
児
な
ど
人
生
の
節
目
で
職
場
か

ら
離
れ
る
女
性
へ
の
リ
ス
キ
リ
ン

グ
（※

１
）
の
機
会
や
、
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
（※

２
）
の
提
供
が
必

要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
女
性
が
仕
事
を
続
け
て
い
く
に

は
、
男
性
の
家
事
・
育
児
へ
の
参

画
が
重
要
で
す
。

　
内
閣
府
が
実
施
し
た
家
事
・
育

児
参
画
に
対
す
る
意
識
調
査
で
、

若
い
世
代
の
男
性
、
特
に
20
〜
30

代
の
７
割
以
上
が
『
家
事
・
育
児

を
配
偶
者
と
半
分
ず
つ
分
担
し
た

い
』
と
希
望
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
実
際
に
は
、
６
歳
未
満

の
子
ど
も
が
い
る
男
性
の
家
事
や

育
児
に
使
う
時
間
は
、
１
日
当
た

り
１
時
間
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
意
識
調
査
の
結
果
と
現
実
が
大

き
く
異
な
っ
て
い
る
要
因
と
し
て
、

長
時
間
労
働
や
周
囲
か
ら
の
理
解

が
得
ら
れ
に
く
い
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
に
も
男
性

の
育
児
休
暇
の
取
得
率
が
低
い
こ

と
や
公
共
交
通
機
関
、
商
業
施
設

の
男
性
用
ト
イ
レ
に
、
お
む
つ
の

交
換
台
や
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
の
設
置

が
少
な
い
こ
と
な
ど
、
日
常
の
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
男
性
が
育
児
に

参
画
し
に
く
い
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
男
性
の
家
事
・
育
児
参
画
を
促

進
す
る
た
め
に
は
、
男
性
の
周
囲

を
取
り
巻
く
人
々
の
理
解
や
施
設

の
整
備
な
ど
、
家
事
・
育
児
へ
の

参
加
が
し
や
す
い
環
境
作
り
が
必

要
で
す
。

　
『
男
は
仕
事
、
女
は
家
事
・
育

児
の
時
代
』
か
ら
、
『
男
女
が
家

事
・
育
児
・
介
護
等
を
分
担
し
、

自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
時
代
』

へ
と
移
り
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　
社
会
全
体
の
意
識
改
革
と
理
解

の
促
進
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き

た
固
定
的
役
割
分
担
を
見
つ
め
直

し
、
私
達
一
人
一
人
が
豊
か
に
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
『
男
女
共
同

参
画
社
会
』
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
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リ
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新
し
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ス
キ
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を
身
に
付

　
　
　
け
、
新
し
い
職
業
に
就
く

　
　
　
こ
と

※

２…

リ
カ
レ
ン
ト
教
育

　
　
　
生
涯
に
渡
り
、
学
習
と
就

　
　
　
労
を
繰
り
返
す
こ
と

登別市

男
女
共
同

参
画
社
会
と
は

日
本
の
現
状

誰
も
が
自
分
ら
し
く

生
き
ら
れ
る
社
会
を

目
指
し
て

男
性
の
家
事
・
育
児

参
画
の
促
進

女
性
の
政
治
・

経
済
分
野
で
の
課
題

　結婚や家族構成の変化など、生き方が多様化している中、男女間の賃金
格差や働き方などの慣行、性別による無意識の思い込みなどの問題が浮き
彫りになっています。
　また、政策や制度などの内容と現実とのギャップも指摘されています。
　誰もが自分らしく、生きがいを感じて生きていく社会を実現するために、
『男女共同参画社会』について考えてみましょう。

申出期限
分　　割

休業中の就業

１歳以降の延長
１歳以降の再取得

対象期間
取得可能日数

【制度の創設】
産後パパ育休

【制度の改正】
育児休業

原則休業開始の２週間前
可能（初めにまとめて申出・２回）
労使協定を締結している場合に限り、
労働者が合意した範囲で就業可能

出生日から８週間以内で合計４週
間まで

原則休業開始の１か月前まで
可能（取得の際にそれぞれ申出・２回）

原則就業不可

育休開始日を柔軟化
特別な事情がある場合に限り再取得可能

子どもの満１歳の誕生日の前日まで 
（最長２歳まで）

―
―

分　野
政　治

経　済

教　育

健　康

内　　容 日　　本

識字率・小中高等教育就学率の
男女比
健康寿命の男女比

労働参加率の男女比
管理的職業従事者の男女比
推定勤労所得の男女比

国会議員・閣僚の男女比 0.061（139位）

0.564（121位）

1.000（1位）

0.973（63位）
0.650（116位）総　　合

Ｇ
Ｇ
Ｉ
2
0
2
2
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も

影
響
す
る
た
め
、
女
性
の
管
理
職

が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
推

進
に
よ
る
正
規
・
非
正
規
雇
用
の

格
差
の
解
消
や
、
結
婚
・
出
産
・

育
児
な
ど
人
生
の
節
目
で
職
場
か

ら
離
れ
る
女
性
へ
の
リ
ス
キ
リ
ン

グ
（※

１
）
の
機
会
や
、
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
（※

２
）
の
提
供
が
必

要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
女
性
が
仕
事
を
続
け
て
い
く
に

は
、
男
性
の
家
事
・
育
児
へ
の
参

画
が
重
要
で
す
。

　
内
閣
府
が
実
施
し
た
家
事
・
育

児
参
画
に
対
す
る
意
識
調
査
で
、

若
い
世
代
の
男
性
、
特
に
20
〜
30

代
の
７
割
以
上
が
『
家
事
・
育
児

を
配
偶
者
と
半
分
ず
つ
分
担
し
た

い
』
と
希
望
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
実
際
に
は
、
６
歳
未
満

の
子
ど
も
が
い
る
男
性
の
家
事
や

育
児
に
使
う
時
間
は
、
１
日
当
た

り
１
時
間
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
意
識
調
査
の
結
果
と
現
実
が
大

き
く
異
な
っ
て
い
る
要
因
と
し
て
、

長
時
間
労
働
や
周
囲
か
ら
の
理
解

が
得
ら
れ
に
く
い
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
に
も
男
性

の
育
児
休
暇
の
取
得
率
が
低
い
こ

と
や
公
共
交
通
機
関
、
商
業
施
設

の
男
性
用
ト
イ
レ
に
、
お
む
つ
の

交
換
台
や
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
の
設
置

が
少
な
い
こ
と
な
ど
、
日
常
の
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
男
性
が
育
児
に

参
画
し
に
く
い
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
男
性
の
家
事
・
育
児
参
画
を
促

進
す
る
た
め
に
は
、
男
性
の
周
囲

を
取
り
巻
く
人
々
の
理
解
や
施
設

の
整
備
な
ど
、
家
事
・
育
児
へ
の

参
加
が
し
や
す
い
環
境
作
り
が
必

要
で
す
。

　
『
男
は
仕
事
、
女
は
家
事
・
育

児
の
時
代
』
か
ら
、
『
男
女
が
家

事
・
育
児
・
介
護
等
を
分
担
し
、

自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
時
代
』

へ
と
移
り
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　
社
会
全
体
の
意
識
改
革
と
理
解

の
促
進
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き

た
固
定
的
役
割
分
担
を
見
つ
め
直

し
、
私
達
一
人
一
人
が
豊
か
に
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
『
男
女
共
同

参
画
社
会
』
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
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※

１…

リ
ス
キ
リ
ン
グ

　
　
　
新
し
い
ス
キ
ル
を
身
に
付

　
　
　
け
、
新
し
い
職
業
に
就
く

　
　
　
こ
と

※

２…

リ
カ
レ
ン
ト
教
育

　
　
　
生
涯
に
渡
り
、
学
習
と
就

　
　
　
労
を
繰
り
返
す
こ
と

登別市

男
女
共
同

参
画
社
会
と
は

日
本
の
現
状

誰
も
が
自
分
ら
し
く

生
き
ら
れ
る
社
会
を

目
指
し
て

男
性
の
家
事
・
育
児

参
画
の
促
進

女
性
の
政
治
・

経
済
分
野
で
の
課
題

　結婚や家族構成の変化など、生き方が多様化している中、男女間の賃金
格差や働き方などの慣行、性別による無意識の思い込みなどの問題が浮き
彫りになっています。
　また、政策や制度などの内容と現実とのギャップも指摘されています。
　誰もが自分らしく、生きがいを感じて生きていく社会を実現するために、
『男女共同参画社会』について考えてみましょう。

申出期限
分　　割

休業中の就業

１歳以降の延長
１歳以降の再取得

対象期間
取得可能日数

【制度の創設】
産後パパ育休

【制度の改正】
育児休業

原則休業開始の２週間前
可能（初めにまとめて申出・２回）
労使協定を締結している場合に限り、
労働者が合意した範囲で就業可能

出生日から８週間以内で合計４週
間まで

原則休業開始の１か月前まで
可能（取得の際にそれぞれ申出・２回）

原則就業不可

育休開始日を柔軟化
特別な事情がある場合に限り再取得可能

子どもの満１歳の誕生日の前日まで 
（最長２歳まで）

―
―

分　野
政　治

経　済

教　育

健　康

内　　容 日　　本

識字率・小中高等教育就学率の
男女比
健康寿命の男女比

労働参加率の男女比
管理的職業従事者の男女比
推定勤労所得の男女比

国会議員・閣僚の男女比 0.061（139位）

0.564（121位）

1.000（1位）

0.973（63位）
0.650（116位）総　　合

Ｇ
Ｇ
Ｉ
2
0
2
2


